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	第二十二回定期総会を開催
　新幹事に金子照雄さん・石橋　健さんを選出


　いちょう会第二二回定期総会は、五月三一日（金）、午後一時三十分からかながわ労働プラザにおいて、会員三十名を集め開催されました。
　総会に先立ち、この一年間にお亡くなりになった会員の皆さんに対し黙祷を捧げたあと、次の次第で議事を進め、全議案が承認・可決されました。
　
議長選出、会長挨拶、来賓挨拶、
活動報告、会計監査報告、活動
の進め方、予算案、役員選考委員
会報告
　最後に、退任役員・新任役員の
挨拶を終え、総会を終了しました。
（質問、意見がありましたが、別
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途報告いたします。）
総会終了後勉強会を開催し、介護問題に関する理解を深めるとともに、勉強会終了後石川町駅近くの「養老の滝」で懇親会を開催しました。

　講　師
　　神奈川シニア連合会長

新田尊士氏

　演　題　
介護問題を考える

～自らの介護体験を踏まえて～

	二〇一三年度～二〇一四年度
いちょう会役員


会　　長　　永井　碩夫
会長代行　　海上　龍晃
副会長　　井一　光義
内海　義幸（現）
事務局長　　松島靖宏
事務局次長    和田　聡子（現）
会　　計　　澤木　紀一郎
常任幹事　　石橋　健（新）
　　　　　　大木　良子
　　　　　　金子　照雄（新）
　　　　　　岡戸　米子
　　　　　　大久保光夫
　　　　　　小島　二郎
会計監査　　熊谷　一男
　　　　　　保坂　由文（現）
顧　　問　　星　　幸枝
　　　　　　矢口　照子
　　　　　　北詰　隆美
（注）「現」とは自治労県職労役員、「新」とは今年度から新たになった役員
来賓
	総会出席来賓、メッセージ




山崎自治労県職労委員長
鈴木自治労県本部退職者会長
高橋中央労働金庫横浜支店長
関口全労済横浜支所長
メッセージ
　伊勢県職員厚生課長
　下村自治労県公営企業労組退職者会長
	総会で出された意見と回答



一、レクに関しては、女性を含めた企画会議で検討してはどうか。男目線による企画になっているのでは。
・・・・一般参加者は女性の方が多いくらいである。一度参加してみて何処が悪いのか具体的に提案して欲しい。
二、有償ボランティアを検討してみては
・・・・有償ボランティアの概念にもよるが、いちょう会が主体となって事業を行うことは難しい。
三、ホームページをたち上げることになっているが、現役の情報をもっと流して欲しい。
・・・・いちょう会は年五回程の幹事会をもって運営をしている。
ニュースも年五回の発行である。
現役の情報まではなかなか難しい。現役の組合もホームページを持っているので、それを見られたらよいのでは。
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家族地引網大会
　　五月二十五日（土）
集合時間の午前十一時前後に到着した参加者は、早速、手渡されたビニールを片手に海岸清掃を三十分ほど。海岸清掃の後、開会式を行い、続いて、いちょう会や自治労県職労の役員お手製のバーベキューを頬張る。

　いちょう会会員は、円陣を組み、
あるいは、孫も含めた家族でビールや日本酒をグイグイ。やはり、海風に吹かれてのビールは最高。
　そうこうするうちに、引き上げの頃合となり、老いも若きも、そして子供たちも、声を揃えてワッショイ、ワッショイ。
　網が上がると同時に、子供たちは、網にかかった小魚を手にしようと夢中。
　網上げを終えて、バーべキューを肴にまたビール。
　午後一時過ぎに解散となり、三々五々家路に。
（今年は例年にない不漁で、持ち帰る土産は無し。聞いた話による
と、一週間後に地引網を行った団
体は,びっくりするくらいの豊魚であったとか。残念）
　いちょう会の参加者は、家族も含め三十人
	いちょう会ホームページを開設！
　総会議案にも記載し、皆様のご了承を得たように、七月十一日をもって、「いちょう会ホームページ」を開設しました。
　ホームページ開設にあたっては、自治労県職労の書記の浜村さんに大変なご協力をいただきました。
ホームページアドレス
http:/kti.jku.or.jp/index.html
メールアドレスはこちら


	


　
	内野さん、竹内さん、鈴木さん
　　長い間、本当にご苦労様でした


今回の総会を機に役員を退任された内野邦夫さん、竹内　啓さん、鈴木新太郎さん、長い間大変ご苦労様でした。
　さて、内野さんは、常任幹事を足かけ六年、会長代行十年の長きにわたって役員を務められ、今回の総会を機に勇退されました。
　役員在籍十六年の間、内野さんは、いわば約員の長老として大所高所から数々のアドバイスを頂きましたが、農政部出身の会員のまとめ役として、また農政部退職者の会員加入について、大きな役割を果たされたのは、言うに及びません。
　特に忘れられないのは、昨年の総会までは、参加の皆さんに花鉢をプレゼントしておりましたが、
これは内野さんの尽力によるもので、参加の皆さんが笑顔で、花鉢を下げ、帰途につく姿が目に焼きついております。
　次に竹内さんは、二〇〇一年度から十二年間常任幹事を務められました。この間、竹内さんは、夏場の家庭菜園作りや作業所の役員として忙しいにも拘わらず、幹事会や発送業務等の作業には必ずといっていいほどに出席されました。特に、結構体力がいる発送作業などにも、黙々と従事いただき、スピーディーな事業の遂行には、なくてはならない方でありました。
　毎年「春のお花見ハイキング」を実施していますが、これは竹内さんの提案により始めたものであります。「神奈川にこんな美しいところがあったのか」と参加者が一様に感嘆されるほどに、最明寺は神奈川の隠れた花の名所でした。
　引退を決意されていた竹内さんは、今年の「春のお花見ハイキング」には、ご親戚の箱根の蕎麦の名店からそばを取り寄せ、全員に振舞っていただきました。この蕎麦の旨かったこと、旨かったこと。これからも花の季節には、蕎麦の味と竹内さんのお顔を思い出すことでしょう。
　最後に鈴木さん。鈴木さんは、自治労県職労の初代委員長。そして、いちょう会の生みの親。委員長である鈴木さんが「組合が取り扱う保険・共済を退職後もつなげることが大切」といちょう会の設立を提案し、初代会長の鮫島さんにお願いし、いちょう会が誕生しました。
鈴木さんは、定年退職した二〇〇七年度から常任幹事を務められましたが、いつも忙しい鈴木さんのこと、退職後も自治労県職労の運動に携わるほか町内会の役員などにもかかわり合いを持つ中でのいちょう会役員でした。
特に、いちょう会誕生の頃からの経過が問題になるような場面には、必ず相談にのっていただいき、適切な結論を導くことができたと考えております。
いちょう会の生みの親として、これからもご助言をいただきたいと思います。
	味の素・工場見学
月　日　　十月十八日（金）
集合場所　ＪＲ横浜駅
　　　　　みどりの窓口
集合時間　午前九時
行　程　　
京急横浜―京急川崎―
京急大師線―鈴木町―工場見学―川崎大師参拝―昼食
見学時間　一時間三十分　
費　用　　電車代プラス
　　　　　二千五百円内
その他　
　①川崎大師参拝（昼食）　は、変更することがあります。
　②川崎近辺にお住まいの方は、直接工場に行っていただいても構いません。見学は十時から



	東京小石川・神楽坂を歩く
　　　五月十七日　いちょう会　東京散策


集合場所のＪＲ横浜駅みどりの窓口前に集合したのは、ちょっと少ない九名。それでもいちょう会の番頭旗を先頭に京急快特に乗ってさあっ出発。　品川を過ぎ三田で地下鉄に乗り換えて、白山で下車。
小石川植物園
　小石川植物園は、正式には東京大学大学院理学系研究科付属施設。一六八四年、徳川幕府が設けた小石川御薬園が前進である。
　園内には、ニュートンが「万有引力」を発見した林檎の木を接木したものとか、メンデルが遺伝の研究に使ったぶどうの木の分株もある。
私たちは、学術上の貴重な植物を見学しながら、四万九千坪もある園内を見て回ったが、園内には
大岡南町奉行が設立した小石川療養所を偲ぶ井戸などもあった。しかし、鬱蒼とした大木が生い茂
る樹木林を見て、東京のど真ん中
にこんな大自然を感じる場所が
あったことに驚きと喜びを感じる。
伝通院
　伝通院、正しくは無量山寿教寺。慶長八年、徳川家康が生母於大の方（伝通院）の菩提を弔うため建立。江戸時代は隆盛を極め、増上寺、寛永寺と並んで「江戸の三霊山」と称される。
　本堂、山門などは昭和二十年の空襲で消失。現在の本堂は、昭和六十三年に建て替えられたもの。
境内の墓地には、於大の方の他、千姫、亀末（家光の次男）、佐藤春夫、柴田錬三郎などの墓がある。
植物園から徒歩三十分弱で伝通院に到着。よく晴れて気温が高かったせいもあるが、本堂にお参
りして、すぐに境内脇の石に座り込む参加者も。元気を取り戻し、墓地を自由に歩き回り、於大の方や千姫の墓を見つけて手を合わせる。
神楽坂
　神楽坂は、東京では仄かに昭和の匂いがする不思議な町である。また生活の匂いのする街でもある。
伝通院からタクシーに分乗して神楽坂に着いた一行は、坂の中腹から、それこそ芸者さんが出てきそうな小路を下って、粋な作りの「神楽坂・鳥茶屋」に到着。案内されたのは立派な部屋。ここで早速ビールで乾杯。料理は関西風うどんすき。和やかに味合う。
その後、料亭が並ぶ神楽坂裏道を散策し、東京理科大学近代科学資料館で計算尺からコンピュターまでの計算機の歴史を学び、飯田橋から横浜へ。
	地公四単産・地公退高齢者集会
＊九月十四日（土）
　　　午後一時から
＊日本教育会館
　　東京神田一ッ橋
全国高齢者集会
＊九月十五日（日）
　　午後一時半から
＊日比谷公会堂
　　東京・日比谷公園
参加希望者は事務局に連絡を。資料を送ります。
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